
ＳＳ２・ＳＳ３課題研究の評価用ルーブリック（２年生は設定３を目指し活動）（３年生は設定４を目指し活動）

観点／評定 １ ２ ３ ４（３年生目標）

課題設定にあたり、事象 課題設定にあたり、事象 自ら課題を設定し、事象 社会的に重要な課題を設
研究課題と仮説 と課題との間の因果関係 と課題との間の因果関係 と課題との間の因果関係 定し、事象と課題との間

や関連性が示されてなく、や関連性を示し、教員の や関連性を明確に示し、 の因果関係や関連性を根
仮説を立てられない。 支援を受けて、仮説を立 自分なりの仮説を立てて 拠を基に明確に示し課題

てている。 いる。 の意義を明確化している。

課題を解決するための観 課題を解決するための観 課題を解決するための観 課題を解決するための観
研究計画の作成 察・実験方法や手順がわ 察・実験方法や手順がわ 察・実験方法や手順が、 察・実験方法や手順が、

かりやすく示されていな かりやすく示されている その目的と見通しととも 科学的根拠に基づいた目
い。 が、その目的と見通しが に述べられている。 的と見通しとともに述べ

述べられていない。 られている。

観察実験結果が得られて 観察実験結果が得られて 観察実験方法や機器の使 観察実験方法や機器の使
科学的客観性に立った いるが、その手法や機器 いるが、その手法や機器 用方法が、科学的客観性 用方法が、科学的客観性
観察・実験結果の収集 の使用方法が、科学的客 の使用方法が、科学的客 を持ったものであること を持ったものであること

観性を持った結果を得る 観性を持った結果を得る が述べられ、適切なデー がわかりやすく述べられ、
ために適切であることが ために適切であることが タが収集できている。 正確で充分なデータが収
述べられていない。 充分述べられていない。 集できている。

自発的に文献を収集でき 教員に勧められた文献を より専門的な文献を収集 先行研究や文献を収集し、
資料・データの収集 ず、資料・データの収集 収集するが、資料やデー し、先行研究の情報を基 それらを参考にしながら、

に不備がある。 タ収集に一貫性がない。 に調査することができる。創造的により多くの資料
やデータの収集ができる。

基礎実験のデータがきち 基礎実験のデータを取る 基礎実験のデータを数多 基礎実験のデータを数多
実験ノートの使用法 んと書けていない。 ことができているが、わ く取り、各実験毎にわか く取り、各実験毎にわか

かりやすくまとめられて りやすくデータをまとめ りやすくまとめ、グラフ
いない。 ている。 なども適宜作成し、実験

結果を考察できている。

得られた研究結果の分析 得られた研究結果を、科 得られた研究結果を、科 得られた研究結果を、科
科学的考察と論理的な や考察が、科学の原理や 学の原理や法則に基づい 学の原理や法則に基づい 学の原理や法則に基づい
文章構成 法則に基づいておらず、 て適切に分析し、考察で て適切に分析・考察し、 て適切に分析・考察し、

根拠が不明確である。 きているが、過程の記述 その過程の記述ができて その過程の論理的記述が
が論理的でない。 いる。 できている。

観察実験の方法や探究の 観察実験の方法や探究の 観察実験の方法や探究の 観察実験の方法や探究の
観察実験・探究方法の 方法にあまり創意工夫が 方法に一部創意工夫が見 方法に創意工夫が見られ、方法に創意工夫が見られ、
創意工夫 見られない。 られるが、その事柄の明 その事柄が記述されてい その事柄が明確になるよ

確な記述がない。 る。 うにわかりやすく記述さ
れている。

聞き手を想定せず、適切 研究全体を通して明らか 研究全体を通して明らか 必要な要素を取捨選択し、
研究成果の発表につい な答えを出すことができ になったことを発表でき になったことを、聞き手 研究成果を適切に説明し、
て ない。 ている。 を工夫して発表し、質問 質問に対しても論拠を基

にも適切に答えている。 に対応できる。



課題研究の評価用ルーブリック評価シート（２年生は設定３、３年生は設定４を目指す）HRNo( )氏名( )

観点／評定 自身の評定 そう判断した理由 担当先生の評定 担当先生のアドバイス
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研究計画の作成

科学的客観性に立った
観察・実験結果の収集

資料・データの収集

実験ノートの使用法

科学的考察と論理的な
文章構成

観察実験・探究方法の
創意工夫

研究成果の発表につい
て



ＳＳ１ 評価用ルーブリック（１年） HRNo( )氏名( )

観点／評定 １ ２ ３ ４ 評定

どのような内容に興味を どのような内容に興味を どのような内容に興味を どのような内容に興味を
自 由 研 究課 題 持ったかが述べられてい 持ったかが述べられてい 持ったかが明確に述べら 持ったかが明確に述べら
を 決 め るま で るが、課題設定にあたり、 るが、課題設定にあたり、 れており、課題設定にあ れており、課題設定にあ
の道筋 これらの内容と課題との これらの内容と課題との たり、これらの内容と課 たり、これらの内容と課

間に関連性が示されてな 関連性があいまいである。題との関連性が示されて 題との関連性が根拠を元
い。 いる。 に示されている。

自発的に文献を収集でき 教員に勧められた文献を 自発的に専門的な文献を 自発的に先行研究や文献
自 由 研 究課 題 ていない。資料・データ 収集しているが、資料や 収集できている。先行研 を収集できる。又、それ
の た め の資 料 の収集に不備がある。 データ収集に一貫性がな 究も調べることができて らを参考にしながら、よ
・ デ ー タの 収 い。 いる。 り多くの資料やデータを
集 集めることができる。

得られた研究結果を科学 得られた研究結果を、科 得られた研究結果を、科 得られた研究結果を、科
科 学 的 考察 と 的に考察できていない。 学的に考察できているが、学的に適切に分析・考察 学的に適切に分析・考察
論 理 的 な文 章 根拠が不明確である。 過程の記述があいまいで し、その過程の記述がで し、その過程の論理的記
構成 ある。 きている。 述ができている。

聞き手を想定せず、適切 研究全体を通して明らか 研究全体を通して明らか 研究成果を適切に説明し、
自 由 研 究の 発 な答えを出すことができ になったことを発表でき になったことを、聞き手 質問に対しても科学的説
表について ない。 ている。 を想定して発表し、質問 明を交えて対応できる。

にも適切に答えている。

観察・実験方法や手順が 観察・実験方法や手順を 観察・実験方法や手順を 観察・実験方法や手順を
基 礎 実 験の 内 理解できていないので、 理解し、実施することが 正確に理解し、説明およ 正確に理解し、説明およ
容理解 正確に実施できない。 できる。 び実施することもできる。び、見通しをもって実施

できる。

実験器具・機器の操作を 実験器具・機器の操作を 実験器具・機器の操作手 実験器具・機器の操作手
実験の操作 行うことができない。 行うことができるが、誤 順を説明し、小さな誤差 順を正しく説明し、正確

差が大きい。 を伴うが、正確な操作を な操作を繰り返し行い、
行うことができる。 誤差の少ないデータをと

ることができる。

基礎実験のデータがきち 基礎実験のデータを取る 基礎実験のデータを数多 基礎実験のデータを数多
実 験 ノ ート の んと書けていない。 ことができているが、わ く取り、各実験毎にわか く取り、各実験毎にわか
使用法 かりやすくまとめられて りやすくデータをまとめ りやすくまとめ、グラフ

いない。 ている。 なども適宜作成し、実験
結果を考察できている。

感想等

担当先生
コメント


